












               パターン分類とeゴ5型数量化
                                    林     文
 数量化の方法のうち，外的基準のない場合を扱うものに，数量化III類（パターン分類の数量化）と数
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をとることとする．ここで，各個人の選択した項目数が一定という条件（条件1）を仮定しておく．また，
a｛：第タ項目を選択した人数，aパ第ゴ項目と第ノ項目を同時選択した人数とする．このeわば明らか
にゴ，ノ項目問の親近性の尺度とたっている．このとき一致する例として，各項目を選択した人の数が一
定（条件2）のとき，また，条件2を満たす完全sca1ab1eデータのときにも一致する．条件1だけのと
き，解くべき固有方程式の対角線上の要素は一致しないが，それ以外は一致し，解はSCa1eを調整すると
それほど異ならたい．条件1，2を共に満たさないデータに対しても，一般には解は異なるが，相互の位
置関係が全く異なるということはない．
 このほかにも解が同じになる定義やデータの条件は何か，また，解の異なりかたを調べることは，数
量化の意味を考える上で必要であると考える．
